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平成 29 年３月 定例教育委員会々議録 

 

１ 日  時   平成 29 年３月 29 日（水） 午後３時 00 分～ 

 

２ 定例教育委員会 

開催場所   会議室 102、103 

 

３ 出席委員の氏名 

   教 育 長   仲 野   孝   教育長職務代理者  齋 藤 和 夫 

委   員   黒 川 優 子   委     員   山 崎 克 弥 

 委   員    中 野 信 男     委    員  秦   久美子 

 

４ 欠席委員の氏名  なし 

 

５ 説明のため出席した職員 

教 育 次 長  山 田 公 一   主    幹  長 谷 川   智 

学校教育課長  堀   克  彦   子育て支援課長  宮 路 豊 行 

社会教育課長  宮 路 一 規      指 導 主 事  大 井 玲 子 

 

６ 本委員会書記 

  学校教育課  太 田 和 行 他３名  

 

７ 傍聴人 

     １名 

 

８ 会議に付議した事件 

 

諸報告 

   （１）行事報告及び行事予定 

   （２）教育長報告 

   （３）寄附報告 

 

 専決処分の報告について 

報告第 3 号 共催・後援の教育長専決報告について 
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９ 議 案 

議案第 5 号 燕市嘱託事務指導員の勤務条件に関する要綱の制定について 

議案第 6 号 燕市英語指導助手の勤務条件に関する要綱の一部改正につい

て 

議案第 7 号 燕市スクールソーシャルワーカーの勤務条件に関する要

綱の一部改正について 

議案第 8 号 燕市学校図書館司書業務嘱託員の勤務条件等に関する要

綱の一部改正について 

議案第 9 号 燕市学習支援員の勤務条件等に関する要綱の一部改正につい

て 

議案第 10号 燕市教育センター専任所員の勤務条件に関する要綱の一部

改正について 

議案第 11 号 燕市嘱託指導主事の勤務条件に関する要綱の一部改正について 

議案第 12 号 燕市適応指導教室指導員の勤務条件に関する要綱の一部改正に

ついて 

議案第 13 号 燕市学校支援地域本部地域コーディネーターの委嘱について 

議案第14 号 平成 29年度燕市立小学校及び中学校における学校医等の委嘱に

ついて 

議案第 15 号 燕市立小中学校における事務長および事務主任の任命について 

議案第 16 号 燕市児童館及び児童クラブ嘱託員の勤務条件に関する要綱の一

部改正について 

議案第 17 号 燕市家庭教育講座実施要綱の制定について 

議案第 18 号 燕市文化活動支援助成金交付要綱の制定について 

議案第 19 号 燕市図書館協議会運営規則の一部改正について 
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議案第 20 号 燕市子ども体験活動支援センター指導員の勤務条件に関す

る要綱の一部改正について 

議案第 21 号 燕市地区公民館館長の勤務条件等に関する要綱の一部改正

について 

議案第 22 号 燕市長善館史料館館長の勤務条件に関する要綱の一部改正

について 

議案第 23 号 燕市分水良寛史料館館長の勤務条件に関する要綱の一部改

正について 

議案第 24 号 燕市文化会館技術嘱託員の勤務条件に関する要綱の一部改

正について 

 

 

 

10 そ の 他 

（1）平成 29 年第１回燕市議会定例会（教育委員会関係抜粋） 

1) 平成 28 年度燕市一般会計補正予算（第７号）の概要について 

  平成 28 年度燕市一般会計補正予算（第 8号）の概要について 

2) 一般質問の概要  

(2) 燕市立幼稚園条例及び関係規則の一部改正について 

 

11 閉 会 

 

 

 

 

 

会議録     別紙のとおり  
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１．開 会 宣 言     午後３時 05 分～ 

 

２．会議録署名委員の指名  山 崎 克 弥 委 員 

 

３．諸報告 

（１）行事報告及び行事予定について 

  〈各課長が報告〉 

 

（２）教育長報告 

〈仲野教育長が以下のとおり報告〉 

 

１ はじめに 

 ○ 早いもので様々な事業を含めて１年が終わる。教育委員の皆様には、１年間

大変お世話になった。また、先般はご多用の中、小中学校の卒業式及び幼稚園

や子ども園、保育園の卒園式に出席していただいた。深く感謝を申し上げたい。 

 

２ 平成 29 年第１回市議会一般質問(資料あり) 

 ○ 通学路の安全対策のための点検見直しについて 

 ○ 高校生等の部活動終了後の帰宅に係る公共交通事業の運営について 

 ○ 新しい給食センター建設に伴う学校給食の安全性向上について 

 ○ 命の尊厳に係る小・中学生等の「自殺」について 

 ○ 多子世帯への支援と一時保育の拡充について 

 ○ 落下から 180 年、米納津隕石について 

 ○ 「震災いじめ」の認識について 

 ○ さらなる行財政改革に向けた幼保事業の民営化について 

 ○ 就学援助制度の一層の充実施策について 

 ○ 中学生の社会参画としてのボランティア活動について 

 ○ 地域と小中学校連携型の防災訓練の実施について 

 ○ 元気で活力ある地域作りとしてフットパスコースの設定について 

 

３ 平成 29 年度燕市職員の人事異動について 

 ○ 組織機構の見直しにより、長寿福祉課の長寿福祉係及び介護保険係を再編し

て、地域支援相談係を新設した。また、商工振興課の商工振興係及び新産業推

進係を、産業支援係、ブランド推進係、新産業推進係の３係に再編した。さら

に、土木課の維持係を道路維持係と河川水防係に分割した。 

 ○ ３月 31 日付け退職者は 30 人、４月１日付けの異動者は 213 人、新採用者は

26 人で、職員数は全体で 626 人となった。 
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 ○ 教育委員会関係では、学校教育課指導主事２人が割愛を終了し学校などに戻

ることになる。また、子育て支援課長、社会教育課スポーツ推進室長、６人の

園長、主査保育士及び主任保育士５人、調理師２人が退職となった。 

 ○ 子育て支援課長には用地管財課の課長補佐から昇任し、スポーツ推進室長に

は、課内の課長補佐が昇任となった。 

 ○ 学校教育課の異動は５人の転出で６人の転入、子育て支援課は６人の転入転

出、社会教育課は 10 人の転入、９人の転出となった。 

 ○ 各課とも課題は山積しているが、職員が１つのチームになり、学校教育、幼

児教育や保育では園児児童生徒たちの健やかな成長を図るとともに、スポーツ

の推進や文化振興により市民の豊かな生活に貢献できるよう努めていきたい。

教育委員の皆様のご意見やご助言及びご協力をよろしくお願いする。 

 

４ 平成 28 年度末平成 29 年度初の教職員人事異動 

 ○ 校長の人事異動では、小学校長は４人が退職し３人が転出となった。校長転

入者７人のうち、新任校長は吉田北小学校である。 

 ○ 教頭の人事異動では、４人の異動のうち２人が校長に採用され、１人が転出、

１人が割愛となった。教頭転入者４人のうち、燕北中学校は新任である。 

 ○ 小中学校の教諭などの人事異動数は、以下のとおり。 

 
 

 
教諭等の転出 

 
教諭等の転入 

 
新採用教諭等 

 
再任用 

 
教諭等退職 

 
小学校 

 
64人 

 
58人 

 
５人 

 
４人 

 
８人 

 
中学校 

 
27人 

 
29人 

 
３人 

 
１人 

 
２人 

 

５ ３月行事予定より 

 (1) 西小児童クラブ見学会(３月 11 日) 

  ○ ４月１日からスタートする西小児童クラブの見学会に、およそ 180 人の方

にお越しいただいた。新しい児童クラブで過ごすことを楽しみしている児童、

安心して預けられると話していた保護者が印象に残った。 

  ○ クラブの時間は、平日放課後から午後６時 30 分(延長午後７時まで)、土曜

日は、朝８時(希望により７時 30 分)からである。なお、現在までの利用希望

者数は 135 人(最大定員 162 人)となっている。 

 

 (2) 長善館史料館所蔵資料目録完成記念講演会(３月 18 日) 

  ○ 平成 25 年度から筑波大学と進めてきた所蔵資料の整理が今年度完了し、そ

の目録が完成したことを記念して、筑波大学の中野目徹教授から「資料から

見えるありし日の長善館」と題して、粟生津公民館で講演会を実施した。 
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  ○ 今回整理した文書の資料は約 1,831 件で、そのうち書簡・記録等が 1,462

件、掛け軸類が 369 件の他、書籍 37 件の整理も行った。 

  ○ 講演では、資料の特徴やありし日の長善館、今後の保存・利用についてお

話をいただくとともに、長善館における学びの意義を全国に発信する「長善

館友の会(仮称)」の設立などについて提言をいただいた。 

  ○ 来年度からは、県立文書館が所蔵する歴代館主の「日記」をマイクロフィ

ルムで収集し解読作業を進め、さらに長善館の充実を図ることとしている。 

 

 (3) 平成 29 年燕市成人式(３月 19 日)  

  ○ 平成 29 年成人式が、燕三条地場産業振興センター・メッセピアで行われた。

成人の対象者は、842 人(男性：440 人、女性：402 人)のうち、出席者は 705

人でおよそ 84％の出席率であった。 

  ○ 燕中学校を卒業した米山航輝さんと山後緑さんが成人代表として決意を立

派に述べ、両人のふるさとへの愛着も感じ、大人が若者をしっかり支えて行

かなくてはならないと感じた。 

 

（３）寄附報告 

６件の寄附について 

〈堀学校教育課長が報告〉 

 

４．専決処分の報告について 

報告第 ３ 号 共催・後援の教育長専決報告について 

10 件の共催・後援について 

   〈堀学校教育課長が説明〉 

 

 

５．議 案 

議案第  5 号 燕市嘱託事務指導員の勤務条件に関する要綱の制定について 

 

議案第  6 号 燕市英語指導助手の勤務条件に関する要綱の一部改正について 

議案第  7 号 燕市スクールソーシャルワーカーの勤務条件に関する要綱の一

部改正について 

議案第  8 号 燕市学校図書館司書業務嘱託員の勤務条件等に関する要綱の一

部改正について 

議案第  9 号 燕市学習支援員の勤務条件等に関する要綱の一部改正について 
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議案第 10 号 燕市教育センター専任所員の勤務条件に関する要綱の一部改正

について 

議案第 11 号 燕市嘱託指導主事の勤務条件に関する要綱の一部改正について 

議案第 12 号 燕市適応指導教室指導員の勤務条件に関する要綱の一部改正に

ついて 

議案第 13 号 燕市学校支援地域本部地域コーディネーターの委嘱について 

議案第 14 号 平成 29 年度燕市立小学校及び中学校における学校医等の委嘱

について 

議案第 15 号 燕市立小中学校における事務長および事務主任の任命について 

   〈堀学校教育課長が説明〉 

 

議案第 16 号 燕市児童館及び児童クラブ嘱託員の勤務条件に関する要綱の一

部改正について 

   〈宮路子育て支援課長が説明〉 

 

議案第 17 号 燕市家庭教育講座実施要綱の制定について 

議案第 18 号 燕市文化活動支援助成金交付要綱の制定について 

議案第 19 号 燕市図書館協議会運営規則の一部改正について 

議案第 20 号 燕市子ども体験活動支援センター指導員の勤務条件に関する要

綱の一部改正について 

議案第 21 号 燕市地区公民館館長の勤務条件等に関する要綱の一部改正につ

いて 

議案第 22 号 燕市長善館史料館館長の勤務条件に関する要綱の一部改正につ

いて 

議案第 23 号 燕市分水良寛史料館館長の勤務条件に関する要綱の一部改正に

ついて 

議案第 24 号 燕市文化会館技術嘱託員の勤務条件に関する要綱の一部改正に

ついて 

   〈宮路社会教育課長が説明〉 

 

 ○委員（山崎 克弥） 

  議案第 5 号について、嘱託事務指導員の年間の勤務日数は年度で決まっている

のか。第 10 条の中で１時間あたりの報酬額を記載しているが、月額があり年間の
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稼働日数が決まっているのならば、時間単価を使用した方が良いのではないか。 

 

 ○教育次長（山田 公一） 

  臨時的任用であれば時間単価となるが、非常勤の特別職の嘱託の場合は、時間

での設定が難しいため月額の報酬となっている。勤務しなかった場合は、その分

を減額するという規定の中で調整をさせていただいている。臨時職員の取扱いの

部分と非常勤の特別職で扱いが変わってくる。 

 

 ○委員（齋藤 和夫） 

  燕市内で何名採用する予定なのか。 

 

 ○学校教育課長（堀 克彦） 

  １名の予定です。 

 

 ○委員（山崎 克弥） 

  議案 18 号について、燕市内の文化団体等には活動を継続してもらいたいが第６

条に交付を３回受けると４回目からは交付を受けられないとあるが、これはどう

いう意味なのか。 

 

 ○社会教育課長（宮路 一規） 

  特定の団体に偏って交付をするのではなく、多様な団体から活用してもらえる

ように３回交付を受けたら３年間空けてもらうという意味である。 

 

 ○委員（山崎 克弥） 

  ３年間空けるとまた交付が受けられるということなのか。 

 

 ○社会教育課長（宮路 一規） 

  その通りである。 

 

 ○教育長（仲野 孝） 

  ３回交付を受けたら自主的な活動団体へ移行して欲しいという意図もある。 

 

 ○社会教育課長（宮路 一規） 

  本来であれば、自主自立をしていただきたいが、自主財源を確保できない団体

もあるため、それについては燕市としても可能な限り支援をしていきたいと考え

ている。 
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 ○委員（中野 信男） 

  議案第 19 号について、図書館が指定管理者となったためだと考えるが、実際に

は委員長、副委員長はそういった方がされているのか。 

 

 ○社会教育課長（宮路 一規） 

  現在は学校図書館のボランティアをしている方が委員長をしており、歴代、図

書館ボランティアの方から互選をして委員長になっていただいている。 

 

 ○委員（中野 信男） 

  図書館ボランティアなど民間の方で活躍されているということか。また、招集

が教育長または委員長となっているが実際はどちらが招集するのか。 

 

 ○社会教育課長（宮路 一規） 

  委員長の任期が２年間のため、委員長の任期が切れると第１回目の会議の際に

委員長不在となるため、その際に教育長から招集してもらうという意味である。 

 

 ○委員（中野 信男） 

  通常の任期内であれば委員長が招集するということで良いのか。 

 

 ○社会教育課長（宮路 一規） 

  その通りである。 

 

   審議の結果、全員異議なく承認された。 

 

６ その他 

 （１）平成 29 年度第１回燕市議会定例会 

  １）平成 28 年度燕市一般会計補正予算（第７号） 

  〈各課長が説明〉 

  

  ２）一般質問の概要 

  〈山田教育次長が説明〉 

 

  ３）契約の締結について（吉田北小学校大規模改造工事（建築）） 

  〈堀学校教育課長が説明〉 

 

 ○委員（中野 信男）   

  議案第 29 号について、この入札結果は、すべて公表されているのか。 
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 ○学校教育課長（堀 克彦） 

  入札結果はすべて公表されており、ＨＰでも公開されている。 

 

 （２）燕市立幼稚園条例及び関係規則の一部改正について 

  〈宮路子育て支援課長が説明〉 

 

 ○委員（中野 信男） 

  徴収基準額表にある金額は、どういった金額なのか。 

 

 ○子育て支援課長（宮路 豊行）  

  月額の表記をしている。 

 

 

 

  

７ 閉   会    午後４時 44 分 
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   教 育 長    仲野 孝         

 

 

 

 

   会議録署名委員    山崎 克弥        

 

 

 

 

   会議録調整者    竹田 亮子        

 

 

 

 

 

 

 


